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歯や口腔、栄養状態の改善、認知症予防につい

てのメニューもあり、様々な面から高齢者の介

護予防に取り組んでいるところです。 

 また、約８割の方から、教室に通うことで体

調や体の動きなどがよくなったとの回答があり、

さらに意欲を持って教室に参加していただいて

おります。 

 教室への参加を通して、運動習慣の構築、バ

ランスよい食習慣、歯や口腔機能の維持、人と

の関わりや社会活動の増加、そして認知症予防

につながり、高齢者ができる限り自立した生活

を続けられるよう取り組んでいるところです。

また、住民主体の介護予防活動として、地域の

100歳体操を行う場所も現在20か所と増えてお

ります。 

 生活支援体制整備事業にて、このような地域

の活動がさらに広がるよう、地域の支え合いの

大切さについて市民の方にお伝えし、ボランテ

ィアなどの活動者の支援を行っております。 

 議員がおっしゃるとおり、買い物は高齢者の

フレイル予防に効果があると考えております。

また、買い物は高齢者の生活課題でもあります。 

 現行の介護予防教室を維持しつつ、高齢者の

買い物とフレイル予防につきましては、生活支

援協議体にて協議してまいります。 

○鈴木富美子議長 ８番、竹田陽一議員。 

○８番 竹田陽一議員 地震の対応関係が一番心

配があるのですが、水道施設耐震化についても

かなり高額な予算が必要だということで回答を

いただきました。 

 今度、国土交通省に移管になるわけですから、

私もかなり期待をしてます。厚労省では、今ま

での実績からいうとちょっと不安なところがあ

ったんですが、大変期待をしております。でき

るだけいい情報をつかんでいただいて、耐震化

が進むようにお願いをしたいということを申し

上げて、質問を終わります。ありがとうござい

ました。 

 

 

 渡部秀樹議員の質問 

 

 

○鈴木富美子議長 次に、順位９番、議席番号10

番、渡部秀樹議員。 

  （10番渡部秀樹議員登壇） 

○１０番 渡部秀樹議員 お疲れさまでございま

す。21爽風会の渡部秀樹です。よろしくお願い

いたします。 

 それでは、通告に従って、質問させていただ

きます。 

 このたびの質問は大きく２項目ありますので、

順次お答えいただきますようよろしくお願いい

たします。 

 １項目めは、観光振興事業関連についてお聞

きいたします。 

 第２期観光振興計画の中で、観光に関わる全

ての関係者や市民の連携と協働で観光地域づく

りを進め、訪れてみたい、住んでみたいまちに

なるよう計画を策定するとのくだりから、この

裾野の広い観光産業の推進に総がかりで取り組

む強い意思が感じられます。 

 そこで、今後の観光産業の推進について確認

と提案をさせていただきます。 

 １点目は、観光地の空間形成と視覚に働きか

ける工夫について提案させていただきます。 

 観光地域における空間づくりを図る上では、

地域の文化、歴史、自然等に根づいた地域なら

ではの世界観、すなわち観光地域が目指すコン

セプトを来訪者に感じてもらうことが重要とさ

れております。さらに、空間形成された観光エ

リアを来訪者の視覚に働きかける工夫をするこ

とで、そのコンセプトをより強調することがで

きるとされております。 

 空間形成と視覚に働きかける工夫について取

り組んでいる全国的な事例を挙げますと、議長
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のお許しをいただき配付させていただきました

資料の質問事項１の（１）にも載せていただい

ておりますが、大正ロマンを感じさせるノスタ

ルジックな雰囲気に整えられた温泉街の山形県

銀山温泉、仏閣を中心に時代劇的な町並み、ど

こを見ても木彫刻が飾られている富山県、木彫

刻のまち井波、宮城県登米市の明治維新から昭

和初期の雰囲気をコンセプトにしているみやぎ

の明治村の裏通りさえも整っている登米の町並

みなどがあります。 

 地域の文化、歴史、自然等に根づいた地域な

らではの世界観を感じさせるコンセプトを持っ

ていることはもちろんのこと、そのメインとな

る観光資源の周辺の構造物が視覚的に違和感を

覚えることのないような配色や形状に整えるよ

う工夫がされております。 

 観光地に行くと、コンビニエンスストアやガ

ソリンスタンドなどの配色が景観配慮色という

茶系統を基調とした配色で塗装されていたり、

看板の高さが通常よりも低く設定されているの

を目にすることがあると思いますが、これも観

光資源周辺の構造物などが視覚的に違和感を覚

えることのないようにするための工夫です。 

 また、歴史的建造物や自然を生かした観光エ

リアの公共施設は、コンクリート製であっても、

配色に気を配り、その地域の住宅の新築時やリ

ノベーションの際に、外壁や屋根の配色につい

てお願いする自治体もあります。 

 このように、観光産業を推進する上で観光地

の空間形成と視覚に働きかける工夫をすること

は重要なことと思いますので、提案させていた

だきます。 

 最初に、重要文化的景観などの観光エリアを

生かすための周辺整備について提案させていた

だきます。 

 この質問は、議長のお許しをいただき配付さ

せていただきました資料の質問事項１の（１）

の①もご覧になりながらお聞きください。 

 観光地の空間形成と視覚に働きかける工夫に

ついて考える上で、観光資源周辺の構造物など

は景観に配慮し、視覚的に違和感を覚えること

のないような配色や形状に整えることは大切な

ことだと思います。 

 現在、我が国の観光地では、景観配慮色に塗

装されたガードレールやカーブミラーは多く、

観光客は、この塗装されたガードレールやカー

ブミラーを見かけると、今自分は観光地に来て

いるんだなと改めて感じる方も多いようであり

ます。 

 そこで、重要文化的景観などの観光エリアを

生かすため、その観光資源周辺のガードレール

やカーブミラー、消雪ポンプ制御盤のボックス

などを景観に配慮し、少しずつでも茶系統の色

に塗装することについて提案させていただきま

す。市長のお考えをお聞かせください。 

 次に、観光客の視覚に働きかける観光看板等

の設置について提案させていただきます。 

 この質問は、議長のお許しをいただき配付さ

せていただきました資料の質問事項１の（１）

の②もご覧になりながらお聞きください。 

 観光地には様々なデザインの観光看板や案内

板がありますが、その多くがとても親切に位置

情報や近隣の観光資源の写真などを詳細に載せ

ています。しかし、観光資源の写真が小さくな

り、観光客の視覚に働きかけるには少し弱く感

じることがあります。 

 隣県の福島駅前にある駐車場のフェンスには、

福島県内の様々な観光資源の写真情報を印刷し

た数十メートルに及ぶ看板が設置され、とても

目を引きます。これは、少しやり過ぎ感もあり、

重要文化的景観を持つ本市としては、このタイ

プの看板を設置する箇所は限られるかと思いま

すが、駅前や道の駅付近、そして、少し郊外の

他自治体との境などに設置できれば、観光客の

視覚に働きかけることができるかもしれません。 

 また、同じく福島駅前の歩道上に複数ある無
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散水消雪制御盤のボックスには、福島県内のお

祭りや温泉などの観光資源情報が大きな写真つ

きでプリントされており、道行く人の目を引い

ておりました。 

 本市の場合、駅付近や大通りなどの観光客が

往来する消雪ポンプ制御盤のボックスなどが設

置の対象となるかと思いますが、この件につき

ましても併せて検討していただきたいと思いま

す。市長のお考えをお聞かせください。 

 次に、観光エリアへのご当地限定顔出しパネ

ルの設置について提案させていただきます。 

 この質問は、議長のお許しをいただき配付さ

せていただきました資料の質問事項１の（１）

の③もご覧になりながらお聞きください。 

 日本中の観光地にあり、観光客に親しまれて

いるものとして、過去にご当地限定プリントク

ラブ、ご当地プリクラやご当地限定カプセルト

イ、ご当地ガチャなどを提案させていただきま

したが、このたびは、ご当地限定顔出しパネル

について提案させていただきます。 

 観光地の空間形成と視覚に働きかける工夫を

考える上で、全国の観光地にあり、観光客が楽

しみ、その出来栄えをＳＮＳに投稿している代

表的なものにご当地限定顔出しパネルがありま

す。 

 この顔出しパネルのよいところは、顔出しパ

ネルが設置してあることで、１つ、そこが観光

地であることが観光客に容易に伝わる、２つ、

ご当地が売りにしている観光資源が観光客に伝

わる、３つ、顔出しパネルの写真は高確率でＳ

ＮＳに投稿されるため、その楽しそうな雰囲気

とともにご当地情報が拡散され、集客につなが

る可能性がある、４つ、複数の種類を設置する

ことで、さらなるご当地情報の拡散につながる、

５つ、制作費が意外に安価であるなど、よいと

ころが上げられます。 

 そこで、複数の観光エリアへご当地限定顔出

しパネルの設置について提案させていただきま

す。観光文化交流課観光交流担当課長のお考え

をお聞かせください。 

 ２点目は、観光客と市民が共に楽しめる観光

まちづくりについて提案させていただきます。 

 観光産業を推進する上で、来訪いただく観光

客とお迎えする側の地元の方々との接点や交流

は欠かせないことと思います。 

 観光の示す言葉の一つに、人に会い、人を訪

ねるという言葉があり、日常の何げない風景や

まちの匂い、暮らす人と訪れる人の顔と顔を突

き合わせた交流といった、人との触れ合いやつ

ながりを重視する観光のスタイルは、高度経済

成長期終了以降、徐々に息を潜めてしまいまし

たが、大型観光旅行ブームが衰退した頃から、

観光のＴＰＯ、つまり観光に旅立つ動機づけと

して息を吹き返しており、コロナ禍による社会

の混乱が落ち着いたことから、強まるのではな

いかと思います。 

 お盆、正月などの長期休暇に来訪する親類縁

者はもちろんのこと、本市に観光のために訪れ

た一般的な観光客、本市のイベントへの参加者

やイベント参加後にまちに繰り出す観光客、本

市に仕事のため来訪しているビジネス観光の

方々などを含めると、観光客と市民が接する機

会は多く、飲食店の店内や喫煙をしながらタク

シー待ちをしているときに何げなく会話をして

いることもあるかと思います。 

 来訪いただいた観光客と迎える側の市民に少

しでも楽しく、気持ちよく余暇を過ごしていた

だきたいとの思いから、提案させていただきま

す。 

 最初に、地酒を通した観光客と市民の交流を

目的とした地酒の試飲について提案させていた

だきます。 

 この質問は、議長のお許しをいただき配付さ

せていただきました資料の質問事項１の（２）

の①もご覧になりながらお聞きください。 

 本市には造り酒屋がありますので、飲食店の
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店内やイベント会場で観光客に地酒の紹介がで

き、居合わせた市民と観光客に地酒を通して交

流していただきたいと思い様々な情報を集めて

いると、居酒屋やショットバー、スナックなど

の飲食店の店内で地酒の有料試飲企画、イベン

ト会場での酒蔵協賛の試飲コーナー、仙台駅で

地酒が１杯100円で試飲できる地酒自動販売機

の設置などを行っている自治体や団体の情報が

目につきました。 

 少し支援は必要かもしれませんが、本市でも

工夫次第で始められるではないかと思い、提案

いたします。 

 飲食店の店内やイベント会場で地酒の試飲企

画ができるよう、何らかの補助はできないでし

ょうか。期間や本数などを限定した、格安の有

料試飲企画などができれば、観光客と居合わせ

た市民との間でも会話が弾むのではないでしょ

うか。 

 また、仙台駅のようなワンコイン地酒自動販

売機の設置について検討はできないでしょうか。

市長のお考えをお聞かせください。 

 次に、観光客だけではなく、市民にも利便性

のある特定屋外喫煙場所の設置について提案さ

せていただきます。 

 この質問は、議長のお許しをいただき配付さ

せていただきました資料の質問事項１の（２）

の②もご覧になりながらお聞きください。 

 本市には、中長期の出張や会議などのビジネ

ス観光を含み、多くの観光客が訪れております

が、来訪された方に、市内で喫煙できる場所を

聞かれることが度々あります。もちろん全国的

に言えることなのですが、近年、市内の喫煙所

は少なくなり、来訪された方は喫煙所を探すの

に苦労してるようでありました。 

 そこで、会議や会合で頻繁に使われているタ

スや駅付近に、特定屋外喫煙所の基準を守り、

しっかりと受動喫煙対策の施された喫煙所の設

置について提案いたします。 

 また、飲食店が集中するまちなかに受動喫煙

対策の施された喫煙所と公衆トイレや、雨がし

のげ、ベンチと自動販売機のある休憩所のよう

な施設があれば、観光客だけではなく、市民に

とっても利便性があり、さらに、来訪された観

光客と迎える側の市民との交流にもつながるの

ではないでしょうか、併せて提案させていただ

きます。市長のお考えをお聞かせください。 

 ２項目めは、教育行政の現状と課題等につい

てお聞きいたします。 

 ＧＩＧＡスクール構想やインクルーシブ教育、

部活動の地域移行、スクール・コミュニティな

ど、日本の学校教育が大きな転換期を迎えてお

り、社会問題となってる少子化の中で、子供が

健やかに育つ環境づくりを目指す本市の教育行

政の現状と今後の課題などについてお聞きいた

します。 

 １点目は、スクール・コミュニティの取組な

どについてお聞きいたします。 

 新しい日本の学校教育の柱の一つにスクー

ル・コミュニティがあり、各自治体では、既に

取組を始めてると思います。しかし、インター

ネットで検索すると、自治体などの成果報告や

定義などは目につきますが、スクール・コミュ

ニティの項目を検索してるにもかかわらず、文

部科学省のコミュニティ・スクール、学校運営

協議会制度のほうが上位に検索されるなど、国

の考え方の全容さえつかめないというのが現状

であります。 

 本市の第３期教育振興計画には、スクール・

コミュニティの推進について示されております

ので、本市としてどのように取り組んでいくの

かお聞かせください。 

 スクール・コミュニティをどのように捉え、

コミュニティ・スクールとどのようにすみ分け

し、事業を推進していくのか、そして、スクー

ル・コミュニティを推進することにより期待さ

れる効果や、そのための課題について、教育長
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にお聞きいたします。 

 ２点目は、キャリア教育の取組などについて

お聞きいたします。 

 さきの質問と同様に、新しい日本の学校教育

の柱の一つにキャリア教育があり、文部科学省

のホームページにもキャリア教育のページはあ

りますが、情報が非常に少なく、全容がつかみ

切れません。 

 ホームページに掲載されているのは、人が生

涯の中で様々な役割を果たす過程で、自らの役

割の価値や自分との関係を見いだしていく連な

りや積み重ねがキャリアであるとされています

という一文と、一人一人の社会的、職業的自立

に向け、必要な基盤となる能力や態度を育てる

ことを通してキャリア発達を促す教育がキャリ

ア教育ですの２つの文章しかなく、元からある

コミュニティ・スクールなどの項目に比べ情報

が少なく、内容が分かりにくいと感じておりま

す。 

 そこで、本市のキャリア教育の進め方などに

ついてお聞きいたします。 

 キャリア教育について、具体的にどのように

取り組むのでしょうか。そして、キャリア教育

を推進することにより期待される効果や、その

ための課題について、教育長にお聞きいたしま

す。 

 事業を推進する上で感じていることや子供た

ちへの望みや願いなどもお聞かせいただければ

幸いです。壇上からの質問は以上になります。 

○鈴木富美子議長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 渡部秀樹議員からは、大きく２

項目にわたってご質問、ご提言いただいており

ますが、私のほうからは、１点目の観光振興事

業関連について、２項目、５点ほどありますけ

れども、４点についてお答えを申し上げます。 

 まず、渡部秀樹議員からは、常々観光につい

ての様々なご提言やら、アイデアも含めて、た

くさんいただいておりますことに感謝申し上げ

たいと思います。 

 議員のほうからは、第２期の観光振興計画の

中で、観光に関わる全ての関係者や市民の連携

と協働で観光地域づくりを進め、訪れてみたい、

住んでみたいまちになるよう計画を策定すると

のくだりから、この裾野の広い観光産業の推進

に総がかりで取り組む強い意思が感じられると

いうことで、今後の観光産業の推進についてと

いうことでの立場からのご提言でございます。 

 （１）は観光地の空間形成と視覚に働きかけ

る工夫についてということで、まず１点目が、

重要文化的景観などの観光エリアを生かすため

の周辺整備についてということで、具体的なご

提案、ご提言をいただきました。 

 ここの重要文化的景観などの観光エリアとい

う考え方なんですが、令和６年度に基本的な計

画を策定し、当然そのときには、重要文化的景

観でありますから、文化庁の指定でありますの

で、そういったところを十分に意識しながら、

まずは、十日町、大町、高野町、横町辺り、そ

れから一方で、あら町と館町北ですか、その辺

の皆様と、まち、町内会の皆様と意見交換しな

きゃいけない、あと、重要文化的景観を構成す

る個人所有のそういった貴重な建築物について

お持ちの方々との意見交換もしなきゃいけない、

あわせて、文教の杜がメインになりますので、

財団法人の文教の杜とも意見交換しなきゃいけ

ない、それから、宮・小桜街区まちづくり協議

会の皆様との意見交換もしなきゃいけない、そ

こを基本として、あとは観光関係とか商店街の

皆様と意見交換をしながら進めていかなきゃい

けないと思ってます。 

 そんな中で、昨日もございましたけれども、

勝見議員からいただいた芸術文化ということで、

そこのまちづくりについても意識しなきゃいけ

ませんので、私は、もちろん観光なんですが、

観光、文化、交流というまちづくり、地域づく

りのその考え方で行かなければいけないと思っ
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ておりまして、相当調整しないと難しいと。 

 あと、今、建設課のほうと協議っていいます

か、いろいろ意見交換してるのは、まずは、歩

いて楽しむまち、ウォーカブルシティの、あそ

このエリアを選定受けましょうと。それから、

「くるんと」などを行った国土交通省の、これ

も国土交通省ですが、都市再編集中支援事業の

採択を受けてやると。ただし、基本、箱物につ

いてはなかなか金額もかさむということあって、

面的整備をしようということで今のところ考え

てるところなんですね。 

 面的整備というのは、今回ご提案いただいた、

まさに景観を維持するための、まずは、電柱の

地下埋設、それから、歩いて楽しむわけですか

ら、できるところは石畳のほうがいいだろうと。

石畳も、あら町のほうはちょっと失敗したんで

すが、あれは全面したかったんですよ、実は。

全面にすると全く問題ないんですが、アスファ

ルトと石畳の間の接点のところがどうしても傷

むんですね。ですから、もうある程度時間もた

ちましたので取り払いましたけども、あれ、全

面ですれば何の問題もないと。ただ、当時は、

議会のほうからお認めいただけなかったんです

ね。道の駅も認めてもらえませんでした。そん

なことで、何回も何回も否決されたんですが、

まずは、何とか今に至ってるということでござ

いますけれども、そういった意味では、議員の

ご提案は全くそのとおりでありますが、そうい

ったことを意識しながら、最終的には、景観で

すから、例えば板塀、あるいは蔵がたくさんあ

って、あと、長沼酒造さんなんかあったり、丸

大扇屋あったり、様々な一つ一つの貴重な建物

があって、それにマッチするような景観という

ことで、まさにそのとおりだと思います。 

 したがって、これは国土交通省の景観に配慮

した道路附属物等ガイドラインでは、景観的配

慮の基本理念として、道路防護柵、ガードレー

ルや道路反射鏡、カーブミラー、消雪ポンプ制

御盤のボックスも含めた、道路附属物等におい

て、地域の景観特性に応じた基本色を特定し、

形状や色彩を検討することが基本であるとされ

ております。また、長井市の景観条例に基づく

景観計画では、本市全体を景観計画区域とし、

届出対象行為や景観形成基準により、電気供給

等の工作物などの建設に一定の制限をかけてい

るということであり、このうち、景観重要地区

の一つとして、宮区域、小出区域、最上川区域

を合わせた区域を特に重要文化的景観区域とし

て指定し、積極的な景観づくりを進めることと

しているということでございます。 

 国のガイドラインにおける道路附属物等の色

彩については、我が国の伝統的な町並みや現代

の建築の外壁、土や岩、樹木の幹等の自然の色

彩を踏まえ、色彩的な融和や調和の観点から、

これは議員からもありましたように、ダークグ

レー、ダークブラウン、オフグレー、グレーベ

ージュの４色を背景に配慮する際の基本的な色

彩とされており、現在、全国的にその基準に沿

った景観に配慮した色彩、形状の道路附属物等

が設置、更新、状況に応じて集約化、撤去され

ているようでございます。 

 議員からは、茶系統に塗装というようなご提

案でございますが、既製品でも、茶系統を含む

４色のものがございますので、長井市の重要文

化的景観などの観光エリアやその他の観光資源

周辺の景観区域の状況に応じて、国のガイドラ

インに準じた周辺整備を行ってまいりますが、

基本は、そのときにそこに住んでいらっしゃる

方にもご協力いただかなければいけないので、

我々が勝手にできるものではなと。 

 それから、宮・小桜街区のまちづくり協議会

の皆様は、今の町並みを生かしてにぎわいをつ

くるということが目的で結成された組織であり

ますので、私どもとしても、文教の杜という、

長井市の一番、舟運文化で栄えた区域、エリア

でございますので、そこのところは観光だけで
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なくて、重要な建築物、歴史的なものですね、

それと、長井市の芸術文化の拠点でありますの

で、それを踏まえた上での景観計画になるだろ

うと思っております。 

 ２点目の観光客の視覚に働きかける看板の設

置についてということですが、市内を案内する

観光看板に関するご提言をいただきました。 

 このような看板は、人が集まる道の駅やフラ

ワー長井線長井駅が効果的で、現在も案内看板

はありますが、視覚に訴えるという点では改善

の余地があるかもしれません。 

 ただ、今まではフットパスの看板とかがメイ

ンでした。これからどういうふうな看板にする

かなんですが、長井市の重要文化的景観と町並

みにマッチングするようなサイン計画、全体的

なサイン計画を立てなきゃいけないだろうと。

それはもうほぼ渡部秀樹議員がご提案いただい

てるようなイメージに近いんです。 

 ただし、こちらについても全体的な統一性が

必要だろうなと思ってます。 

 宮の文教の杜周辺と、それから小出のあら町

周辺、真ん中の駅前通りとか、本町はもう新し

い町並みですので、そこのマッチングが難しい

なと思ってますが、その周りにはいわゆる長井

市の象徴のフットパスがあるわけですから、そ

して、宮のほうにはあやめ公園、小出はつつじ

公園でありますので、あと、河川には宮の藩の

船着場があり、小出には地元の民間の小出の船

着場があるということで、こういった歴史性を

踏まえながら考えていく必要があると思ってお

ります。 

 道の駅川のみなと長井の東側の自動販売機な

ど、長井市の写真をふんだんに用いたものとな

っておりまして、大変目立って、ＰＲ効果が高

いと感じておりますが、これはいろいろ提案い

ただいたんですが、そういう道の駅みたいない

ろんな人の、結局入り口の一つですね、という

ものではいいんですが、まちなかにはどういう

ふうにしたらいいか、この辺はいろいろ議論し

て決めなきゃいけないのかなと思っております。 

 竹田観光交流担当課長からも答弁あるかと思

いますが、非常に面白い、ちょっと少しちゃめ

っ気あるのも必要ですし、あんまり堅いのも駄

目かなとは思うんですが、その辺のところは皆

様の意見をお聞きしながら考えていかなきゃい

けないのかなと思ってます。 

 ３点目ですが、これは、（２）の観光客と市

民が共に楽しめる観光まちづくりについてとい

うことで、渡部秀樹議員からは、地酒の試飲で

きる、そういうお店とか自動販売機とか検討し

てはどうかというご提案であります。 

 これ、ごもっともで、地酒に関する提案をい

ただきましたけれども、市外の方と酒宴の席な

どでも長井市の地酒は評判もよく、お土産に購

入いただけることもよくあるようでございます。

ぜひ多くの方に知っていただきたいと思ってお

りまして、この地酒の試飲企画ということであ

りますが、市内で行われるイベント時などは、

酒販組合さんや五蔵会さんなど、関係団体とも

検討してみたいと思います。 

 補助金などの対象とすることは現時点では難

しいと思いますけれども、機会の創出など、協

議していただける部分はあるかなと考えており

ます。 

 基本は、いろんな考え方あるんですが、こう

いったのは市が直接補助するとかじゃなくて、

例えば酒販組合さんでそういう事業をやりたい

ということに対して、観光協会のほうで応援す

るとか、あるいはやまがたアルカディア観光局

のほうで応援するのがいいんではないのかなと

は思ってます。どちらかというと、市の行政の

観光は、本当裏方で支援する。表は、市民の皆

様、民間の皆様を表に出すという考え方ですの

で、できるだけ、私の考えはですよ、観光は、

税金でやってるという形じゃなくて、民間が自

主的にこういうことをやってるという見せ方が
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私は必要だと思ってますので、そういった意味

では、観光協会にいろんな委託をしてますから、

その委託事業の中にそういうアイデアとか、酒

販組合さんとか、いろいろやるといったところ

をお願いしてやっていくと。 

 観光協会も現在は地場産業振興センターの中

に、組織的にも一体になっておりますので、し

っかりした組織なので大丈夫だと思ってますし、

やまがたアルカディア観光局もいずれ自走する

わけですけども、そのメインは、長井市が中心

になっていくということで、長井市がどんどん

進めていくと、周りにもいい影響があると思っ

ておりますので、これからは、５年目、６年目

からは、まずはそれぞれのまちで頑張って、た

だ、ＤＭＯの認定もいただいてますから、観光

庁とか、いろんな補助を受けるにはすごく有利

なわけですね。ですから、そういう優位性は２

市３町集まっているからでありまして、そうい

ったところを各市町にも理解いただき、まずは

自前で頑張れるような、そういったことで観光

協会とアルカディア観光局を応援していかない

といけないのかなと思っておりますので、議員

おっしゃるように、人に出会い、人を訪ねると

いう観点で、観光局のツアー商品なども大事に

してるところでございまして、より深い交流人

口、関係人口につながるような、長井市のファ

ンづくり、リピーターづくりには欠かせないと

いうことで、自動販売機も大変面白くていいな

と思っておりますので、ぜひこの辺のところは

担当課のほうといろいろ協議して、どういう方

法が一番いいのか考えながら、来年は市制施行

70周年ですから、その辺あたりから少しずつや

っていくべきかなと思っております。 

 あと、私への質問の最後でございますが、４

点目が特定屋外喫煙場所の設置についてという

ことで、大変ありがたい、すばらしいご提言も

いただきました。 

 これ、私が何も喫煙者だということだからだ

けじゃなくて、どこにもないと本当困りますし、

陰に隠れてポイ捨てなどもせざるを得ない、そ

ういう状況をつくってはいけないと。ダイバー

シティというのはいろんな立場の人を考えて、

ただし、喫煙については、受動喫煙で、自分以

外の人に望まぬ健康被害を与えてはいけません

ので、そこはしっかりと対応して、ただし、あ

る程度の場所が必要だと私も思っております。 

 そういった意味では、健康増進法で定める第

一種施設、学校や病院、行政機関の庁舎など、

敷地内禁煙とされてる場所に設置する場合は、

喫煙所がこれに当たるということで、愛煙家の

利便性と受動喫煙防止の観点から、屋外喫煙所

の設備として、観光交流センターには、今設置

しておりますけども、結構観光客の方はご利用

されています、あとは、道の駅をご利用した

方々ね。 

 常設の喫煙所設置となると費用もかかります

し、利用頻度についても考えなければなりませ

んが、きれいな喫煙スペースはＪＴも提案して

おりますので、検討しなきゃいけないと思って

おります。 

 ただ、祭り等で多くのお客様が来場される場

所では、分煙も必要な対応であり、何よりポイ

捨て抑制の効果がありますので、喫煙スペース

を設けることはもちろん、喫煙ブースのレンタ

ルのなども今後検討しなければいけない課題だ

と思っております。 

 私のほうからは以上でございます。ありがと

うございました。 

○鈴木富美子議長 土屋正人教育長。 

○土屋正人教育長 私には、スクール・コミュニ

ティのことについて２つ、それから、キャリア

教育について２つご質問をいただきました。 

 いずれもなかなか保護者のレベルでもよく分

かってないということで、まず、そういうこと

について説明をしなさいということだと思いま

す。確かにまだまだ認知されてない取組で緒に
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就いたばかりでございますので、いい機会です

ので、ご説明をさせていただきたいと思います。

よろしくお願いします。 

 スクール・コミュニティという言葉も当然耳

慣れないわけですが、一言で言うと、長井市で

は、学校、そして子供を縁としたつながりと定

義をしております。 

 これ、三鷹市の教育委員会、三鷹市の中で定

義をされたものを長井市もそのままいただいた

ものです。 

 ただ、このことについて、山形県では酒田市

がこのスクール・コミュニティというのを使っ

ておりますが、それぞれ事情が違います。三鷹

市の場合は、非常に今人口が増えていて、そも

そもコミュニティーそのものが非常になくなっ

てきたので、これを何とか学校を真ん中に置い

たときに、新たなコミュニティーがつくられる

のではないかということ。それから、酒田市の

場合は、地域がどんどん集約していくので、そ

のところで、市長部局を中心として、いわゆる

学校を中心、校区の中心になりますから、それ

を中心としてつくっていこうということであり

ます。 

 長井市の場合はちょっとそれとは逆かなと思

います。ご存知のように、長井市では小さな拠

点づくり、これを推進しております。その小さ

な拠点となる施設の中に、学校、コミュニティ

センター、児童センター等が位置づけられてい

るところです。したがって、それぞれの地域の

中のそのコミュニティーをより強くする、その

拠点づくり、まちづくりの一つとしてこの位置

づけがあるということでご理解いただければあ

りがたいと思います。 

 じゃあ、コミュニティ・スクールと何が違う

のだというご質問もありました。 

 コミュニティ・スクールの場合、今も取り組

んでいるわけですが、いわゆる地域の大人が授

業を手伝ったりですとか、地域学習の先生にな

ったりという関わり、これが一番のイメージだ

と思います。 

 ただ、今の状況を考えると、こういったこと

ではなくて、小さな拠点づくりを推進していく

という視点からの発想の転換が必要であると考

えております。今までは学校課題の解決に地域

の力を得るという一方通行の考え方でありまし

たけども、そうではなくて、子供を真ん中にし

て関わることで、地域の課題解決も同時に進む、

そういった地域も学校もウィン・ウィンの関係

が新たに構築できる、そういうコミュニティー

ができるということ、これが一番の狙いであり

ます。そういう意味では、学校にとっても地域

にとっても、特に長井市にとっても、人づくり、

地域づくりの取組は非常に大事になります。 

 一言で言うと、スクール・コミュニティは地

域づくり、人づくりであると、コミュニティ・

スクールは学校づくりである、そういうふうな

分け方をしているところでありますが、今後と

もいろいろなところで説明をしていかなければ

いけないなと思っております。 

 スクール・コミュニティは、地域の新しいコ

ミュニティーをつくりながら、子供も大人も地

域もとにかく元気になる、そういった地域の拠

点の創出だと捉えて進めていきたいと思います。 

 なお、将来的には、学校施設とコミュニティ

施設等の一体化に向けた検討、いわゆるそうい

ったハードの観点からの推進が必要だと思いま

す。中長期的な視点の中で、学校、地域、行政

が地域の未来イメージを本当にお互いに共有し

ながら、誰がどんなことができるか、そういっ

たものを話し合いながら進めていかなければい

けないと思います。今、他機関と少しずつ話合

いも進めているところでありますが、まだまだ

始まったばかりですので、様々な点でご理解い

ただくことになると思います。 

 さて、この期待される効果でありますけども、

一番は、日常的に子供と地域の大人の関わりが
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増えるということかなと思います。 

 今そういう意味で、各学校でも学校施設の活

用のハードルを非常に下げるように校長でも努

力をしているところです。例えば、今現状から

考えたときに、今学校では冷暖房完備されてい

るわけですが、この体育館を活用して、地域の

方が軽運動の活動を実施するということを考え

ると、この中で、子供にとっては大人が見える、

大人にとっては子供が見える、そのような関係

の構築が出てくるのだろうと思います。さらに、

一緒に運動する。じゃあ、体育の時間一緒に運

動するかというのは十分可能なんだと思います。 

 そういったことを含めながら、とにかく大人、

地域と子供たちの関わりを増やしていく、それ

も無理なく進めていくというのが一番大事なこ

とかなと思います。地域にとっては、子供を真

ん中に置いて、お年寄りも元気になる、子供た

ちは大人の力を借りて、さらに自分の理解を深

めるということなのだろうなと思っているとこ

ろです。これがまず一つ、大きなメリットでは

あります。 

 デメリットというか、これからの課題は、こ

れをどうやって理解を深めて進めていくかとい

う合意形成だと思います。一つは、地域の中の

合意形成があります。それから、先ほどお話し

したように、行政の中での各課の合意形成もあ

ります。それらを含めながら、今子供たちもど

んどん少なくなっておりますし、施設の長寿命

化等を考えると、そんなにゆっくりゆっくり考

えていくものでもないだろうということ、ある

意味では危機感を持って進めていかなければい

けないなと思っております。 

 次に、キャリア教育についてお話をしたいと

思います。 

 キャリア教育については、第３期の教育振興

計画において、夢や目標に向かって挑戦し、そ

の実現を目指す子供たちが必要な資質や能力を

身につけていくために、体系的、系統的なキャ

リア教育を各校の教育課程の中に位置づけなが

ら、一人一人が自分らしい生き方を実現してい

くということを目指していますが、今大事なの

は、学校で閉じないということだと思います。

いかに地域も一緒になって子供たちの生き方、

将来に向けての生き方をイメージ化させるとい

うことであります。 

 そういう意味では、長井市は非常に先進的な

取組をしておりますので、この活動の一端をご

紹介させていただきたいと思います。 

 例えば旧長井小学校第一校舎で展開されてい

る、先ほど、市長からもありましたが、いわゆ

る小中高までの連続性のある起業家体験のワー

クショップ、それから、小学生を対象としたこ

どものまち、それから、今年度から新たに取り

組んでおりますが、中学生のキャリアフェステ

ィバル、それから、長井工業高校による課題研

究発表会、これには、今年から長井南・北中学

校の２年生が参観して、聞いております。また、

ＤＸコンテストへの挑戦と学校の外での個々の

興味と能力を伸ばす、いわゆるサードプレイス

の取組だと思います。 

 さらに、これはぜひＰＲしておきたいと思っ

ているのですが、企業からの取組として、長井

市キャリア教育研究会が中心となって、各企業

にカードを作ってもらって、それぞれ渡してお

ります。ご覧になった方もいらっしゃるでしょ

うか。渡部正之議員のところの会社は、これ作

っていただきましたが、ＱＲコードで読み取る

と、そこから動画等があって、スマホなんかで

挨拶ですとか、それから企業の取組なんかも見

ることができます。既に21社の協賛を得て、子

供たちには配付しているところです。 

 今話ししましたように、こういった地域総ぐ

るみで、関係総ぐるみで取り組む、そんなキャ

リア教育をこれからさらに推進していくことが、

先ほどのいわゆるスクール・コミュニティとも

連動するものだなと思っております。まだまだ
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ＰＲ不足でありますので、ぜひＰＲしていただ

きながら、また、ご理解いただきたいと思いま

すので、よろしくお願いします。 

○鈴木富美子議長 竹田祐子観光交流担当課長。 

○竹田祐子観光文化交流課観光交流担当課長 私

のほうからは、問１の観光地振興事業関連につ

いての（１）③の観光エリアへのご当地限定顔

出しパネル設置についてという部分についてお

答えさせていただきます。 

 顔出しパネルの設置というご提案をいただき

まして、ちょっとこちらでも考えてみたところ

なんですけども、顔出しパネルを設置する場合

には、写ってみたくなる、顔を出してみたくな

るようなキャラクターですとか、シチュエーシ

ョンがかなり重要だと思われます。 

 長井市においては、現在、けん玉広場ＳＰＩ

Ｋｅにけん玉顔出しパネルというものを置いて

おりまして、長井市のけん玉広場に来たよとい

う記念になっていると思っております。 

 このほか、長井市には、雪ん子ちゃんですと

か、アヤメをイメージしたあや姫など、お子さ

ん向けのご当地キャラクターなどもありますの

で、観光戦略として、いろんな施設と、あと観

光協会など、そういったところと相談していき

たいなと思っております。 

 なお、今回ご紹介いただいているアクティビ

ティー関係のものでございますけれども、こち

らは体験型のものになっておりますので、パネ

ルではなく、ぜひ実際に体験いただいた写真や

コメントをリアルなもので発信いただくことに

意味があるなと感じたところでございます。 

○鈴木富美子議長 10番、渡部秀樹議員。 

○１０番 渡部秀樹議員 様々答弁いただきまし

た。 

 まず、観光のほうなんですけど、整えていく

ということはすごく大事なことで、日本で整い

があるところで上げてしまうと、京都とか浅草

とか、そうなってくるんですけど、都市景観と

文化的な景観、それの融合というところがすご

く上手になされているなと感じます。 

 極端な例だと、東京の摩天楼の、曲がると急

に浅草の雷門があるわけですね。それがなぜか

景観にマッチして、浅草の雷門は新宿って書い

てるんですね。かつて富豪の方が新宿を宿場と

して興した頃、スポンサーとして新宿のＣＭの

ために雷門につけたという小ばなしが昔、東京

都内で聞いたことあるんですけど、それが高層

ビルにマッチするわけですね。それは何かしら

あるぞという雰囲気をそのまちが醸し出してる

のではないかなというのは、すごく若い頃感じ

たんですね。 

 その後、空間形成という言葉だったり、拠点

的な観光地とその隙間の、どのように埋めてい

くかという、学術的に勉強したことがあったん

ですけど、その中で、整えているんですね。余

計な色がなくなっていたり、逆に必要な色を足

していたりという形で空間形成がなされている

と。 

 市長からありました無電柱化ですか、電柱を

埋め込むという、かなり費用もかかるところで

ありますけど、かつての日本の路地を曲がった

ときに、電柱がなかった風景というのが明治、

大正にあるわけですけど、その時代の雰囲気を

色濃く残したエリアにとっては、電柱があるか

ないかというのは非常に大きくて、写真を白黒

で撮ったときに、電柱がないだけで、いつの時

代の建物か分からなくなる。それが物すごい効

果だと思うんですよ。まして、ＳＮＳとかで拡

散できる時代ですね、物すごくそれが力を発揮

してしまうんですね。 

 日本中の観光地を回ったときに、そのような

整え方、そして観光地の付近にありますけど、

一般的な住宅の壁の色なんかも同じくお願いし

て、何十年かかけて、少しずつ色を、それまで

ピンクだったところがダークグレーですとか、

茶色ですとか、何かアイボリーな色だったり、
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海沿いだと白だったりするわけなんですけど、

そういうご協力をいただくということはすごく

大事なことだなと、今、市長の話を聞きながら

思ってるところでした。 

 無電柱化、一番かかるところかと思うんです

けども、実際、目算として、市長、幾らぐらい

そこに予算が充てられるとお思いですか。 

○鈴木富美子議長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 先ほどちょっとお話ししました

が、都市再生整備計画事業の中の都市構造再編

集中支援事業って、５割の補助で面的整備をす

るんですね。「くるんと」を造ったり、あるい

は病院とか、今年までの都市構造再編集中支援

事業は、すみれ学園とか、箱物が結構あったわ

けですね、あと道路とか。次期の計画について

は、基本的に箱物、大きいものはもうしないで、

むしろ面的整備で、歩いて楽しめる、あとは、

空き店舗、空き家をうまく活用して、それで人

がいろいろそこを訪れて食事をしたり、美術館

として見たり、あるいは買い物したりとか、そ

ういうエリアにしようと。そこのいわゆるその

景観のイメージは重要文化的景観ですから、江

戸時代末期から明治の初頭あたりのイメージで、

文教の杜を中心としたランドスケープという考

え方で、それにマッチするような景観。 

 あとは、電柱の地下埋設は、これ、防災にも

なるんですね。駅前通りも、あと本町通りも電

柱地下埋設してもらいました。駅前通りはこれ

からするということで、駅前通りもラウンドア

バウトとかするんですが、ラウンドアバウトも

電柱要らないわけですよ。ですから、非常に景

観的にはいいと。高野町とか、大町とか、十日

町とか、横町の皆さんとあら町の皆さんはどう

いうふうにお考えになるか、その辺の考え方も

尊重しなきゃいけませんし、協力いただかない

と、いい景観はつくれませんので、そんなこと

も含めて、いろいろ考えていきたいと思います

ので、ぜひ秀樹議員からも何かいい提案ござい

ましたらよろしくお願いしたいと思います。 

○鈴木富美子議長 10番、渡部秀樹議員。 

○１０番 渡部秀樹議員 私もいろんなところで

学びながら、提案できることは提案していきた

いと思っております。 

 時間もあれなので、じゃあ、教育長のほうに、

スクール・コミュニティとコミュニティ・スク

ールの違いと。 

 どうしても言葉遊び的に世に出てきてしまっ

たような言葉で、誤解を招くというのが、まる

っきり視点が違って、そして、本市が向かう先

も違うというのが今明確に分かりました。 

 どうしても向かう先を想定しないで事業をし

ていくと、何か違うことになるというのは昔か

らあって、教育行政という中で、そうなってし

まった行政の姿を多々見てきております。長井

市はそんなことはないわけなんですけども、進

んでいっていただきたいなと思う次第でありま

す。 

 キャリア教育に関しては、国の示し方も、物

すごく申し訳ない言葉で言うと適当で、だった

ら載せないほうがいいんじゃないかと、たった

の２つの文章です。あれで仕事をなされている

地方自治体の教育行政に関わる皆様、大変だな

と思います。 

 ただし、長井市にとってよかったのは、元か

ら少しエッセンスを持っていたというのと、長

井市自身がものづくりのまちで、その技術とい

うものを大切にしてるまちだったというところ

も大きいかと思います。ものづくり、道路もそ

うですし、機械のパーツもそうですし、もちろ

ん農業もそうです。 

 なので、そういう元から積み上げてきたもの

を子供たちに当たり前のようにあるんだよと教

えていくのが教育の形かなと思うんですけども、

教育長、どう思われますか。 

○鈴木富美子議長 土屋正人教育長。 

○土屋正人教育長 今お示しいただいたことは非
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常に大事です。例えば中学校の修学旅行で、大

田区で自分たちのものをプレゼンテーションし

て、長井のものをアピールしてくるわけですが、

あれはまさに子供たちの中では、その人のとこ

ろに行って、こだわりを聞いて、そのこだわり

の中で出来上がったものをプレゼンしてくる。

これ、まさにキャリア教育なんです。 

 今回、羽田のイノベーションシティに行くわ

けですけども、今学校では、ただ羽田を見てく

るのではなくて、長井のものづくりをきちっと

調べて、その中で重ね合わせながら、自分たち

のことも見詰め直し、これからの職業について

考えていきたいという学校の非常に強い思いも

あります。 

 そのようなことを含めながら、長井の伝統を

うまくコラボさせるのがキャリア教育だと思い

ますし、そういうふうなものを長井は大事にし

てるところだと自負をしておりますので、一層

進めていきたいと思います。 

○鈴木富美子議長 10番、渡部秀樹議員。 

○１０番 渡部秀樹議員 ぜひ推し進めていただ

きたいと思う次第であります。 

 毎度ながら、私この両面カラーのものを作ら

せていただいているんですけど、これ、会場全

体、議場全体でみんなで見てほしいというとこ

ろです。これも空間形成というところです。視

覚的効果で意思を統一、意識を統一してほしい

というところです。 

 時間がないのでさっと説明すると、銀山温泉

なんか見ると、電柱ないじゃないですか。これ、

頑張って、裏、陰、見えないところに隠してま

す。 

 そして、右手側にある新築の建物ですね。こ

れも景観を損ねないように、新築であることは

分かるんですが、その周りの時代にマッチした

ような建物の造りになっていて、中のぞくと、

エレベーターがどかんと動いてるんですけど、

物すごくこういうところがしっかりしているな

と思うわけです。 

 市長からも少しあったんですけど、真ん中の

写真の井波の電灯なんですね。そこに小さいマ

ークが全部ついてるんですよ。そこ、その通り

に合わせたマークがついてまして、その統一性

も、こういうところしたほうがいいですよねと

いう市長の、多分言葉かなと思ってるんですけ

ど、こういうことが大事だと。 

 あと、観光地の裏になってく登米の町並みな

んですけど、ここ、観光地の真裏なんですよ。

なのにほぼ観光地と変わらないグレードを保っ

ているんですね。この辺が、時間かかってます

から。土地が軟らかくて開発できなかったとい

う話も実はあるんです、登米のまちの中に関し

ては。ですが、こうやって古きものを大事に残

して、壊せなかったから残ったんだって笑い話、

私は聞いたんですけど、大事にしてるなと。 

 そして、２段目の真ん中の写真なんですけど、

ここも電柱ないですよね。上手に隠して埋めて、

ちゃんと電気入ってるところですから、こうい

うところの配慮が大事だななんて思います。 

 あとすみません。市長からも少しユーモラス

なというところで顔出しパネルの写真載せさせ

ていただいたんですけど、ちょっと野川まなび

館に行く機会がありまして、ちょっとお話しし

てる間にこんな盛り上がりがありまして、いろ

んな形でやってることをＰＲして、見ていただ

くということ大事だよねって話をしながら、ち

ょっと載せさせていただきました。 

 最後なんですけども、市長、私は観光と交流

による地域づくりというものをビジョンとして、

大体平成12年ぐらいから学び始め、今に至って

おります。今回、市長から様々なお話しいただ

きまして、私にとってはすごくうれしく感じて

おります。ともに観光産業について、交流観光

について、観光と文化と交流についてお話しで

きればなと思う次第であります。 

 教育長、私いつも持ち歩いてる、これに載せ
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てるんですけど、教育は子供たちの未来に贈る

プレゼントと。本当それを私は胸に秘めて常に

教育行政についてお話しさせていただいており

ます。ですので、これからも市長、そして教育

長、長井の、そして子供たちの未来のためによ

ろしくお願いいたします。私からの質問は以上

になります。 

○鈴木富美子議長 ここで暫時休憩いたします。

再開は午後３時20分といたします。 

 

 

   午後 ３時０１分 休憩 

   午後 ３時２０分 再開 

 

 

○鈴木富美子議長 休憩前に復し、会議を再開い

たします。 

 それでは、市政一般に関する質問を続行いた

します。 

 

 

 鈴木一則議員の質問 

 

 

○鈴木富美子議長 順位10番、議席番号６番、鈴

木一則議員。 

  （６番鈴木一則議員登壇） 

○６番 鈴木一則議員 政新長井の鈴木一則です。

今日最後の質問となります。よろしくお願いい

たします。 

 私の質問は１点、能登半島地震から得た教訓

を長井市の防災対策にどう生かすかについてで

す。先ほど竹田陽一議員の質問内容と重複して

いる部分があります。また、答弁をいただいて

るところもあり、再度になりますが、よろしく

お願いいたします。 

 １月１日の夕刻に発生した大きな地震は、石

川県能登半島を中心に未曽有の災害をもたらし

ました。能登半島地震と命名されたこの地震に

より、家屋の倒壊や土砂災害等により、災害関

連死を含め241人の貴い人命が失われました。

地盤の隆起や陥没により道路の損壊、電気、通

信、上下水道などライフラインが壊滅的に損傷

し、海岸近くでは津波の発生により家屋等の流

失、損壊もあり、想定を超える震災となりまし

た。お亡くなりになられた方々のご冥福と被災

されました皆様へのお見舞いとともに、一日も

早い復興をお祈りいたします。 

 2011年、平成23年３月11日発生の東日本大震

災は、沖合30キロメートルで発生し、マグニチ

ュードが9.0、震度は７でした。このたびの地

震は、震源のマグニチュード7.6でしたが、地

下10キロと浅く、陸地に近い海域の断層が連続

してずれたとの分析で、ほぼ直下で震度７の地

震が起きました。 

 東日本大震災では津波により沿岸地域の家屋

の流失、倒壊被害が甚大で、２万2,318人の死

者・行方不明が出ました。能登半島地震では土

砂災害、木造家屋の倒壊被害が大きく、その状

況から阪神・淡路大震災に酷似しているとのこ

とです。発生から被害の全容解明は、幹線道路

の寸断で２週間後にようやく判明。いまだに十

分な支援物資が届かない集落も点在している状

況です。 

 ２カ月が経過しても水道、下水道の復旧、倒

壊家屋の撤去、仮設住宅の建設などが進まず、

被災された方々からは、いつになったら安心し

て暮らせるのかもはっきりしない、もどかしい

と話されています。まさに早期の復旧を願いた

いです。 

 長井市内にも長井盆地西縁断層帯があります。

想定地震の長期評価では、30年以内の発生率が

0.02％以下ですが、マグニチュードは7.7と大

きな地震が見込まれていますので、今回の地震

における国、石川県の救助活動や避難状況の報

道から、東日本大震災以上の備えの必要性と災


